新エネルギーに関するアンケート調査結果の概要

１　調査の目的

　入善町における新エネルギー導入の推進にあたり、その指針となる入善町地域新エネルギービジョンの基礎資料や環境施策の指標とするため、町民・事業者が地球温暖化問題や新エネルギー等に関してどのような考えを持っているのかを把握する目的で、町民・中学生・事業所を対象に郵送によるアンケート調査を実施した。

２．調査内容

（1） 地球温暖化・エネルギー問題・新エネルギーについての関心、認知度の把握

（2） 新エネルギーの利用状況の把握

（3） 新エネルギー導入に関する意識の把握

３　調査対象と回収状況

町内の中学生３年生、事業所、一般を対象に実施

【内訳】

	対　　　　象
	標本数
	回収数
	回収率
	有効回答率

	中学生

（３中学校）
	３年生８学級
	２４８人
	２４０人
	９６.８％
	９６.８％

	事業所
	業種別、従業員数20～30人以上（繁忙期により一部変動あり）
	６６事業所
	４４事業所
	６６.７％
	６６.７％

	一般町民

（全地区）
	20～70代の

各世代男女50人
	６００人
	３７７人
	６２.８％
	５８.５％

	合　　　　計
	９１４人
	６６１件
	７２.３％
	６９.５％


４　調査期間

　　(1) 一般・事業所

平成20年８月１８日～平成20年９月１日（２日回収締切）

　　(2) 中学校３年生

平成20年８月２８日、２９日

５　調査方法

　　(1) 中学生・・・・・・・・・各学校に配布、全校登校日に記入・回収（無記名）

　　(2) 一般町民・・・・・・・・選挙人名簿から無作為抽出し、郵送で配布・回収（無記名）

　　(3) 町内事業所・・・・・・・郵送で配布・回収（無記名）
1　町民向けアンケート実施結果の概要

町民が地球温暖化問題や新エネルギー等に関してどのような考えを持っているのかを把握する目的で、町民を対象に郵送によるアンケート調査を実施しました。

なお、以下に示すグラフは、四捨五入をして数値を示していることにより、合計が100%にならない場合があります。

1.1　地球温暖化・エネルギー問題、新エネルギーについて
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（有効回答者数：346人）

①　地球温暖化問題への関心度

地球温暖化問題についての関心は、「関心がある」が63.5％、「非常に関心がある」が19.4％であり、回答者の8割以上が地球温暖化問題に対する関心を有しています。

男女別の差はあまりありませんが、若年層はやや関心が薄いといえます。

図5-1　地球温暖化問題への関心度
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図5-2　地球温暖化問題への関心度（世代別）
②　新エネルギーの認知度・内容理解度、認知媒体

新エネルギーの認知状況では、「聞いたことがあり、内容も知っていた」が38.7％、「聞いたことがあるが内容はよく知らなかった」が54.1％と、両者を合わせて9割以上の回答者が何らかの知識を有しています。

男性の内容理解度は女性に比べ高く、中高年層の理解度は若年層に比べ高くなっています。
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図5-3　新エネルギーの認知度・内容理解度
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図5-4　新エネルギーの認知度・内容理解度（世代別）
③　新エネルギーの利用状況

Ａ．利用状況と利用している新エネルギー

新エネルギーの利用状況では、「利用している」が6.6％でした。実際に利用している新エネルギーは、「太陽熱利用」が63.6％、「クリーンエネルギー自動車」が13.6％となっています。
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＊新エネルギーを「利用している」と回答した人が対象。

	（その他）

ヒートポンプ、エコ給湯、温度差熱利用


図5-5　新エネルギーの利用状況と利用している新エネルギー

④　今後利用したい新エネルギー

今後、利用したいと考えている新エネルギーは、「クリーンエネルギー自動車」が58.0％、「太陽光発電」が41.1％、「太陽熱利用」が23.1％でした。一方、「利用する予定はない（利用したいとは思わない）」は15.0％となっています。
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図5-6　今後利用したい新エネルギー

1.2　今後新エネルギーを普及させるために必要な施策

今後、新エネルギーを普及させるために必要と考えている施策は、「新エネルギーの導入に際しての支援・助成制度の充実」が70.3％、「地球温暖化問題や新エネルギーに関する情報の提供」が53.5％、「町の公共施設への新エネルギーの積極的な導入」が49.2％、などとなっています。
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図5-7　今後新エネルギーを普及させるために必要な施策

	（その他）

「新エネルギーの導入に際しての支援・助成制度」と「町の公共施設への新エネルギーの積極的な導入」をさらに増やす。町民のよく行く場所に新エネルギーを導入したものを設置→さらに増やす。町当局の努力はすばらしいです。その設置場所に説明カンバンを大きく設置する！PR、PR！エネルギーの節約、ムダ排除の広報に力を入れた方がよい。各家庭、個人いろいろな条件の違いなどがあると思うので大小いろいろなやり方があることなど細やかな対応をしてほしい。家庭で発電した電力を電力会社に買ってもらうように働きかける。強要する（普及を）。住宅、マンション、アパートなどに取り付けると電気代がお得＆自然にやさしいシステム。一軒家の人達も町内で共益費として毎月500円位負担してもらうシステムで。新エネルギー設置に対する補助。新エネルギーの良い点、悪い点を明確にしてほしい。特に人体に影響すること。小さな自治体は何もしない方が良い。

地球温暖化に関する学習を絶えずすること。各家庭が温暖化防止の為に出来ることをする。少なくとも月に一回は、no car day を実施することを提案します。入善町には用水がかなりの速さで流れており、水車の利用で発電し蓄電できれば最高だし、水車の材料も流木材等を一部利用し、作ってもらう職人の方に補助をして、環境を損なわずできればいいですね。風車を増やそう、シンボリックに。風力発電を海岸沿いに何基でも作ってほしい。水の利用、小口水力発電、農業用水を利用。皆の関心度を調べた後、情報をひとりひとりに浸透する様、声掛けだと思う。小さなグループを作り、集まりを多くして関心をひく。


1.3　入善町で導入するのに適した新エネルギー、導入場所

本町における新エネルギーの導入と活用のパターンについては、「クリーンエネルギー自動車」を「公用車、バス、ごみ収集車に導入する」が最も多く、次いで、「太陽光発電」を「小中学校に導入する」が多くなっています。

新エネルギーの種類と導入場所（上位11パターン）

	順位
	新エネルギーの種類
	導入場所
	件数
	％

	1
	クリーンエネルギー自動車
	公用車、バス、ごみ収集車
	144
	14.9

	2
	太陽光発電
	小中学校
	105
	10.9

	3
	太陽光発電
	町庁舎
	57
	5.9


	4
	太陽光発電
	体育施設、文化施設、観光施設
	56
	5.8

	5
	太陽光発電
	道路の外灯
	47
	4.9

	5
	風力発電
	ごみ処理施設、下水処理施設
	47
	4.9

	7
	太陽熱利用
	病院、社会保険施設
	42
	4.3

	8
	太陽光発電
	病院、社会保険施設
	32
	3.3

	9
	太陽熱利用
	小中学校
	26
	2.7

	9
	風力発電
	体育施設、文化施設、観光施設
	26
	2.7

	9
	バイオマスエネルギー
	ごみ処理施設、下水処理施設
	26
	2.7


（有効回答者数：317人、総回答数：966）

2 事業者向けアンケート集計結果

町内の事業所における新エネルギーの実態を把握する目的で、事業所を対象にしたアンケート調査を実施しました。

なお、以下に示すグラフは、四捨五入をして数値を示していることにより、合計が100%にならない場合があります。
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2.1　地球温暖化問題、新エネルギーについて

①　地球温化問題への関心度

事業所の地球温暖化問題についての関心度は、「関心がある」が43.2％で最も多く、「非常に関心がある」の36.4％と合わせると約8割が関心を有しています。

図5-8　地球温暖化問題への関心度
②　新エネルギーの導入状況

事業所への新エネルギーの導入状況は、「すでに導入している」、「導入を検討中」がそれぞれ6.8％、「条件によっては導入したい」が45.5％となっており、導入意向のある事業所は6割近くなっています。

図5-8　新エネルギーの導入状況・導入意向

③　導入意向のある新エネルギー

新エネルギーを導入済みと回答した事業所は、「バイオマスエネルギー」、「温度差熱利用」、「中小水力発電」がそれぞれ1件ずつでした。

導入を検討中の新エネルギーは、「太陽光発電」、「風力発電」、「クリーンエネルギー自動車」がそれぞれ66.7%でした。

また、条件によっては導入したい新エネルギーは、「クリーンエネルギー自動車」が最も多く65.0％、次いで「太陽光発電」が60.0％でした。
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＊新エネルギーの「導入を検討中」と回答した事業所が対象。

図5-9　導入を検討中の新エネルギー

2.2　新エネルギーの助成制度の認知状況

新エネルギー導入の助成制度は「利用したことがある」という回答は無く、「内容をよく知っている」が15.9％、「あることは知っているが、内容はよく知らない」が47.7％で、助成制度の認知度は6割以上ですが、内容理解度については2割未満となっています。
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図5-10　新エネルギーの助成制度の認知状況

2.3　今後新エネルギーを普及させるために必要な施策

①　必要な施策

今後、新エネルギーを普及させるために必要な施策としては、「新エネルギーの導入に際しての支援・助成制度の充実」が71.8％で最も多く、次いで「地球温暖化問題や新エネルギーに関する情報の提供」が46.2％、「行政・事業者による新エネルギー導入モデル事業の実施」が41.0%と続いています。
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図5-11　今後新エネルギーを普及させるために必要な施策

	（その他）

中小水力発電の阻害要素となっている水利権等に対する行政指導。


②　行政に期待する支援

新エネルギーに関わる事業の推進にあたって行政に期待する支援策としては、「情報提供」が78.9％で最も多く、次いで「金融支援」が57.9％、「施設利用」が21.1%などとなっています。
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図5-12　行政に期待する支援

3　中学校向けアンケート集約結果

町内の中学校の３年生8学級の生徒を対象にアンケート調査を実施しました。

なお、以下に示すグラフは、四捨五入をして数値を示していることにより、合計が100%にならない場合があります。

3.1　対象とした小中学校

対象とした中学校と各学校の回答者数を示します。

表3.1　対象とした中学校と回答者数

	中学校
	回答者数（人）

	入善中学校　A組
	32

	入善中学校　B組
	32

	入善中学校　C組
	31

	舟見中学校
	15

	入善西中学校　1組
	32

	入善西中学校　2組
	33

	入善西中学校　3組
	33

	入善西中学校　4組
	32

	合計
	240


3.1　集計結果

①　地球温暖化について

「よく知っている」または「少し知っている」と回答した中学生は87.5～100％、中学校全体では94.2％でした。
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図5-13　地球温暖化について

②　二酸化炭素と地球温暖化について

「地球温暖化により海面上昇や、異常気象の発生が増加する」について知っている中学生は全体で90.8％でした。「日本で消費されるエネルギーのほとんどは、化石燃料から得られている」、「二酸化炭素は地球からの熱を逃がしにくくする性質がある」については、それぞれ33.3％となっています。

学校別、学級別の集計結果をみると、学校ごと、学級ごとによって認知度が異なっています。地球温暖化問題に関する正しい知識を生徒全員が均一に身につけ、意識向上を図るための教育・普及活動の推進が求められます。

	1：化石燃料の大量消費により大気中の二酸化炭素濃度が増加している

2：日本で消費されるエネルギーのほとんどは、化石燃料から得られている

3：二酸化炭素は地球からの熱を逃がしにくくする性質がある

4：二酸化炭素が増えすぎると地球が温暖化する

5：地球温暖化により海面上昇や、異常気象の発生が増加する
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図5-14（1）　二酸化炭素と地球温暖化
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図(2)　二酸化炭素と地球温暖化

③　新エネルギーについて知っているか

「風力発電」、「水力発電」については、無回答を除いた全ての生徒が、見たことがあったり、知っていたりしました。一方、太陽熱温水器とバイオマス発電については「知らなかった」が約7割となっています。

	1：太陽光発電

2：太陽熱温水器

3：風力発電

4：水力発電

5：地熱発電
	6：廃棄物（ごみ）発電

7：バイオマス発電

8：バイオエタノール

9：バイオディーゼル

10：ヒートポンプ（エコキュート）
	11：燃料電池

12：電気自動車

13：天然ガス自動車

14：ハイブリッド自動車
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図5-15　新エネルギーについて（中学校全体）

④　温暖化を防ぐ行動ができない理由

温暖化防止のための行動ができない理由では、「めんどうだから」が最も多く48.6％、次いで、「まだ大丈夫だと思うから」が43.3％となっています。

	1：よくわからないから

2：興味が無いから

3：まだ大丈夫だと思うから

4：めんどうだから
	5：まわりの人もしていないから

6：自分ひとりが行動しても効果がないから

7：その他
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［複数回答可］

図5-16　温暖化を防ぐ行動ができない理由（中学校全体）

7：その他に記載された回答

	・意識が低いから。

・気づいてないから。

・自然に行動しているから。

・自分たちは［問３］の行動に慣れていないため、なかなか難しい。わかっていてもできない。

・他人事にしている。

・忘れてしまうから。


⑤　地球温暖化防止のために自分でできる行動

半数以上が「省エネルギー行動を行う」ことをあげています。また、その次に「温暖化についてみんなで話し合う」、「大人になったら、新エネルギーを利用する」ことをあげています。

	1：温暖化について家族や友人と話し合う

2：省エネルギーをすすんでおこなう

3：まわりの人に省エネルギーをよびかける

4：新エネルギーについて学ぶ

5：将来、新エネルギーを利用する

6：その他、なんでも思いついたこと
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［複数回答可］

図5-17　地球温暖化防止のために自分でできる行動（中学校全体）
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